
　
３
月
　
日
に
予
定
し
て
い
た
第
３
回

２４

理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
定
款
に
基
づ

く
書
面
決
議
を
行
い
、
令
和
２
年
度
の

事
業
計
画
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
計
画
の
内
容
は
、
基
本
的
に
昨
年
度

と
同
様
、
７
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

各
種
事
業
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
容
器
流
出

防
止
対
策
の
徹
底
を
追
加
し
た
ほ
か
、

自
然
災
害
に
対
応
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
新

保
険
制
度
を
　
月
か
ら
取
り
扱
う
こ
と

１０

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
計
画
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 事
業
計
画
の
要
旨
 

　
当
協
会
は
、
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う

団
体
と
し
て
の
社
会
的
責
務
を
自
覚
し
、

消
費
者
及
び
公
共
の
安
全
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
業
界
の
健
全
な
発
展
を

目
指
し
全
会
員
が
一
致
結
束
し
て
各
種

事
業
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

　
我
々
、
高
圧
ガ
ス
業
界
に
お
け
る
最

大
の
使
命
は
保
安
の
確
保
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
死
亡
事
故
や
重
大
事
故
を
起
こ

さ
ぬ
よ
う
自
主
保
安
の
推
進
に
努
め
、

引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
各
種

保
安
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の

と
す
る
。

　
防
災
対
策
に
お
い
て
は
、
近
年
、
全

国
的
に
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

本
県
に
お
い
て
も
台
風
、
大
雨
等
に
よ

る
甚
大
な
災
害
が
多
数
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
防
災
業
務
計
画

に
基
づ
く
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
容

器
流
出
防
止
対
策
や
、
中
核
充
填
所
と

連
携
し
た
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
取

り
組
む
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
自
治
体

等
に
対
し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調
設
備
な

ど
災
害
対
策
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
等
の
導

入
や
常
設
・
常
用
化
を
要
望
し
て
い
く
。

　
県
民
生
活
を
支
え
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
門

に
お
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

に
基
づ
き
取
引
適
正
化
・
料
金
透
明
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
顧
客

訪
問
活
動
や
需
要
開
発
運
動
に
取
り
組

む
ほ
か
、
安
全
安
心
届
け
隊
事
業
や
親

子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
な
ど
の
社
会
貢

献
活
動
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
広
報
活
動
を
推

進
し
、
お
客
様
か
ら
一
層
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
業
界
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。
　
一
方
、
協
会
会
員
数
の
減
少
が
続
き
、

協
会
運
営
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
聖

域
な
き
経
費
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
高
圧
ガ
ス
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
組
織
体
制
や
財
務

構
造
を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
域
と
の

連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
に
よ
り
協
会
の
組
織
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
昨
年
末
に
中
国
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
国
内

に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
拡
大
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
た
め
、
各
種
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
適
切
な
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
各
事
業
所
に
お
い
て

は
、
事
業
継
続
計
画
の
整
備
な
ど
に
努

め
て
い
く
。

　
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の

事
業
計
画
は
、
基
本
的
に
は
昨
年
度
の

計
画
を
踏
襲
し
つ
つ
、
以
下
の
７
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
各
種
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

 ７
つ
の
基
本
方
針
 

課
　
事
故
撲
滅
に
向
け
た
保
安
確
保
の

徹
底
（
全
部
会
共
通
）

　
保
安
の
確
保
な
く
し
て
ガ
ス
業
界
に

未
来
は
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
、
関
係
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第
３
回
理
事
会
を
書
面
決
議
で
実
施

令
和
２
年
度
事
業
計
画
を
決
定



　
昨
年
　
月
末
に
中
国
で
発
生
し
た
新

１２

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
肺
炎

は
、
今
年
に
入
っ
て
、
日
本
国
内
で
も

感
染
が
報
告
さ
れ
、
現
在
も
感
染
の
拡

大
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
や
県
に
お
い
て
は
、

感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
手
洗
い
の

励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
自
粛
、
不
要
不
急
の
外
出
な
ど
控
え

る
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
に
お
い
て
も
、
会
員
に
対
し

て
、
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
前
述
の

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
高
圧
ガ
ス
の

供
給
を
行
う
団
体
で
あ
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
関
係
者
の
感
染
に
よ
り
ガ
ス
の

供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
事
態
に
な
っ
た

場
合
、
ど
う
対
応
す
る
か
、
各
会
員
が

事
前
に
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
　
年
２
月
に
、

１８

感
染
症
、
自
然
災
害
、
テ
ロ
攻
撃
な
ど

の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
、

「
中
小
企
業
等
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針

（
事
業
継
続
計
画
）」
を
公
開
し
、
事
業

の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と

す
る
た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活

動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た

め
の
方
法
等
を
示
し
ま
し
た
が
、
当
協

会
に
お
い
て
も
、
会
員
の
皆
様
に
対
し

て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策

定
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
皆
様
に
は
、
ガ
ス
の
供
給
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
代
替
供
給

先
と
し
て
系
列
企
業
や
他
社
と
連
携
で
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法
令
を
遵
守
し
自
主
保
安
の
推
進
を
図

る
。
ま
た
、
各
種
保
安
講
習
会
を
開
催

す
る
な
ど
事
故
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組

み
を
更
に
徹
底
・
強
化
す
る
。

嘩
　
防
災
対
策
の
強
化
（
全
部
会
共
通
）

　
防
災
業
務
計
画
に
記
載
さ
れ
た
各
種

対
策
を
徹
底
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
大

規
模
災
害
に
備
え
て
防
災
対
策
の
強
化

を
図
る
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
門
に
お
い
て
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
容
器
流

出
防
止
対
策
や
中
核
充
填
所
と
連
携
し

た
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
引
き
続
き
自
治
体
等
に
対

し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調
設
備
な
ど
災
害

対
策
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
等
の
導
入
や
常

設
・
常
用
化
を
要
望
し
て
い
く
。

貨
　
社
会
貢
献
活
動
の
推
進
（
一
部
を

除
き
全
部
会
共
通
）

　
社
会
貢
献
活
動
抜
き
に
業
界
の
発
展

は
な
い
た
め
、
本
年
度
も
地
域
に
密
着

し
た
業
界
と
い
う
特
色
を
活
か
し
、

「
安
全
・
安
心
届
け
隊
活
動
」
を
通
し

て
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
展
開
し
、
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

　
ま
た
、
「
親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教

室
」
の
実
施
を
通
じ
て
公
共
施
設
に
ガ

ス
機
器
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献

活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

迦
　
広
報
活
動
の
充
実
・
強
化
（
全
部

会
共
通
）

　
高
圧
ガ
ス
は
一
般
家
庭
や
、
工
業
、

自
動
車
用
燃
料
と
し
て
各
方
面
に
お
い

て
広
く
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

当
団
体
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
、
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
等
あ
ら
ゆ
る

広
報
媒
体
を
活
用
し
て
広
く
情
報
発
信

し
て
い
く
。

過
　
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
の
強
化

（
全
部
会
共
通
）

　
高
圧
ガ
ス
は
、
一
般
家
庭
の
み
な
ら

ず
工
場
や
病
院
、
工
業
製
品
の
材
料
等

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
に
お
い
て
お
客
様
と
の
信
頼
関

係
を
強
化
し
て
い
く
。

　
特
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
お
い
て
は
、
法
令

遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
引
の
適

正
化
や
料
金
の
透
明
化
を
図
り
、
お
客

様
か
ら
信
頼
さ
れ
選
択
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
顧
客
訪
問

活
動
に
取
り
組
む
な
ど
更
な
る
信
頼
関

係
の
強
化
を
図
る
。

霞
　
需
要
開
発
推
進
運
動
の
取
り
組
み

（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
門
）

　
電
気
、
都
市
ガ
ス
の
自
由
化
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
よ
り
多
く
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特
性
（
分
散
型
、
災
害
に

強
い
、
環
境
に
優
し
い
、
省
エ
ネ
）
を

活
か
し
た
設
備
・
機
器
の
拡
販
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
車
の
普
及
促
進
等
に
よ
り
更
な
る
需

要
拡
大
を
図
る
。

第18３号　（２）

蚊
　
組
織
体
制
の
強
化
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部

門
）
　
業
界
の
発
展
に
は
組
織
の
活
性
化
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
組

織
体
制
を
見
直
し
、
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
次
代
を
担
う
青
年
部
の
活
動
を

引
き
続
き
支
援
し
、
後
継
者
や
若
い
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費
節
減
を

図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
部
会
別
の
事
業
計
画
は
別
に

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

安
定
供
給
の
手
段
の
必
要
性

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
ココココココココココココココココココココココココ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
スススススススススススススススススススススススス
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染
拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大大
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き
る
体
制
を
構
築
し
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
緊
急
事
態
に
備
え
、
安
定

供
給
の
た
め
の
手
段
を
準
備
し
て
お
く

こ
と
は
重
要
で
す
。

（３）　第18３号

　
経
済
産
業
省
は
、
２
０
２
０
年
度
の

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
保
安
対

策
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
指
針
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
す
る

一
般
消
費
者
等
に
係
る
保
安
の
維
持
・

確
保
の
一
層
の
充
実
と
重
大
事
故
の
早

期
撲
滅
の
観
点
か
ら
、
昨
年
度
に
発
生

し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
の
原
因
等
を
踏
ま

え
、
販
売
事
業
者
及
び
保
安
機
関
が
重

点
的
に
講
ず
べ
き
事
故
対
策
等
に
つ
い

て
具
体
策
を
提
示
し
、
自
主
的
な
取
り

組
み
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
本
指
針
で
は
、
２
０
２
０
年
の
目
標

と
し
て
死
亡
者
ゼ
ロ
、
負
傷
者
　
人
未

２５

満
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
以
下
の
事
項
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
一
般
消
費
者

等
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
積
極
的
に

促
し
、
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
等
の

安
全
装
置
の
な
い
古
い
ガ
ス
機
器
の

交
換
を
促
す
と
と
も
に
、
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
コ
ン
ロ
等
の
安
全
な
消
費
機
器

の
普
及
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

②
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
、
調
整
器
等
の

期
限
管
理
を
徹
底
し
、
期
限
内
に
確

実
に
交
換
す
る
こ
と
。

③
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
、

一
般
消
費
者
等
に
対
し
、
換
気
（
給

気
及
び
排
気
）
及
び
清
掃
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
業
務
用
換
気

警
報
器
・
Ｃ
Ｏ
警
報
器
の
設
置
の
促

進
を
図
る
こ
と
。

④
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
保
安
活
動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

自
主
保
安
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
講

ず
べ
き
具
体
的
な
保
安
対
策
と
し
て

①
法
令
遵
守
の
徹
底

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
等

保
安
対
策
指
針

２
０
２
０
年
度

②
組
織
内
の
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
及
び

自
主
保
安
活
動
の
推
進

③
事
故
防
止
対
策

④
自
然
災
害
対
策

を
掲
げ
て
お
り
、
特
に
事
故
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
の
事
故
発

生
状
況
等
を
踏
ま
え
、

①
Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
中
毒
事
故
の

防
止
対
策

②
一
般
消
費
者
等
に
起
因
す
る
事
故
の

防
止
対
策

③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
起
因
す

る
事
故
の
防
止
対
策

を
重
点
的
に
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
少
子
化
や
高
齢
化
な
ど
社

会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
自
主
保
安
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、（
一
社
）
全

国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適

生
活
向
上
運
動
偐
も
っ
と
安
全
さ
ら
に

安
心
做」等
で
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

項
目
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

具
体
的
な
取
組
み
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
性
職
員
が
点
検
・
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
で
一
般
消
費
者
等
が

受
け
入
れ
や
す
い
と
い
っ
た
点
や
、
お

客
様
対
応
や
帳
簿
管
理
等
で
は
女
性
の

き
め
細
か
さ
な
ど
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
っ
た
点
も
踏
ま
え
て
保
安
業

務
等
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
指
針
で
新
た
に
追
加
さ
れ

た
主
な
内
容
は
、
供
給
管
・
配
管
の
事

故
防
止
対
策
と
し
て
、
配
管
工
事
に
お

け
る
締
付
ト
ル
ク
の
管
理
、
気
密
試

験
・
漏
え
い
試
験
の
確
実
な
実
施
等
の

ほ
か
、
自
然
災
害
対
策
に
お
い
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
・
把
握
、
容
器

の
流
出
防
止
対
策
、
保
安
情
報
な
ど
の

ク
ラ
ウ
ド
活
用
で
あ
り
、
詳
細
は
　12

ペ
ー
ジ
に
記
載
の
「
茨
城
県
消
防
安
全

課
産
業
保
安
室
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
各
販
売
事
業
者
及
び
保
安
機
関
に
お

か
れ
て
は
、
お
客
様
へ
安
全
・
安
心
を

お
届
け
す
る
た
め
、
本
指
針
や
各
種
保

安
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
年
度
の
指
針
の
全
文
は
経
済
産
業

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会会報 第18３号　（４）

　
当
協
会
の
各
部
会
及
び
委
員
会
は
、

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
役
員
会
等

で
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
員
に
お
か
れ
て
は
、
所
属
す
る

部
会
の
事
業
計
画
を
十
分
に
ご
確
認
い

た
だ
き
、
積
極
的
な
事
業
の
推
進
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
各
部
会
に
お
け
る
事
業
計
画
の
項
目

は
次
の
と
お
り
。

 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
 

①
保
安
対
策

②
防
災
対
策
の
強
化

③
顧
客
訪
問
活
動
の
促
進
・
強
化

④
取
引
の
適
正
化

⑤
需
要
開
発
推
進
運
動
の
取
組
み

⑥
広
報
活
動
の
強
化

⑦
青
年
部
活
動
の
促
進

⑧
組
織
体
制
の
見
直
し
・
強
化

⑨
支
部
担
当
者
会
議
の
開
催

⑩
各
種
情
報
の
提
供

 液
化
石
油
ガ
ス
製
造
事
業
者
部
会
 

①
保
安
対
策

②
防
災
対
策
の
強
化

③
保
安
関
係
テ
キ
ス
ト
の
購
入
配
付

④
系
列
販
売
事
業
者
へ
の
指
導
・
協
力

⑤
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
普
及
促
進

⑥
需
要
開
発
へ
の
取
組
み

⑦
各
種
情
報
の
提
供

 オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
部
会
 

①
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
保
安
確
保

②
防
災
対
策
の
強
化

③
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
の
普
及
促
進

④
保
安
関
係
テ
キ
ス
ト
等
の
購
入
配
付

⑤
各
種
情
報
の
提
供

 容
器
検
査
部
会
 

①
上
部
団
体
が
主
催
す
る
保
安
講
習
会

等
へ
の
参
加

②
防
災
対
策
の
強
化

③
保
安
講
習
会
の
開
催

 一
般
ガ
ス
部
会
 

①
高
圧
ガ
ス
容
器
全
国
一
斉
特
別
回
収

運
動
の
実
施

②
放
置
・
不
明
容
器
等
に
対
す
る
安
全

対
策

③
一
般
ガ
ス
販
売
事
業
者
保
安
講
習
会

の
開
催

④
一
般
高
圧
ガ
ス
消
費
事
業
者
保
安
講

習
会
の
開
催

⑤
防
災
対
策
の
強
化

⑥
北
関
東
一
般
高
圧
ガ
ス
連
絡
協
議
会

へ
の
参
加

⑦
一
般
高
圧
ガ
ス
周
知
文
書
の
斡
旋

⑧
保
安
等
に
関
す
る
啓
発

 自
家
消
費
製
造
事
業
所
部
会
 

①
危
機
管
理
講
演
会
の
開
催

②
防
災
対
策
の
強
化

③
部
会
長
表
彰
の
実
施
（
高
圧
ガ
ス
保

安
大
会
に
て
表
彰
）

令
和
２
年
度

事
業
計
画
を
策
定

各
部
会
・
委
員
会

　
令
和
元
年
の
本
県
に
お
け
る
高
圧

ガ
ス
事
故
は
、
保
安
法
関
係
が
　
件
３３

発
生
し
、
前
年
の
　
件
（
容
器
の
喪

５０

失
・
盗
難
を
除
く
）
に
比
べ
　
件
減

１７

少
し
ま
し
た
。
事
故
の
内
訳
は
、
噴

出
・
漏
洩
が
　

件
、
破
裂
・
破
損
等

３１

が
１
件
、
そ
の
他
が
１
件
で
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
法
関
係
で
は
　
件
発
生

１４

し
ま
し
た
。
容
器
の
喪
失
・
盗
難
を

除
い
た
件
数
は
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
の
５
件
に
比
べ
３
件
減
少
し
ま

し
た
。
事
故
の
内
容
は
、
下
水
道
工

事
業
者
が
道
路
を
掘
削
作
業
中
に
、

供
給
先
消
費
者
宅
の
引
き
込
み
埋
設

ガ
ス
配
管
を
誤
っ
て
損
傷
し
て
し
ま

④
保
安
等
に
関
す
る
啓
発

 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
委
員
会
 

①
茨
城
県
中
核
充
填
所
委
員
会
の
開
催

②
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
安
定
供
給
に
係
る
連
携
計

画
」
の
告
知
活
動

③
茨
城
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
稼

働
訓
練

④
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
時
供
給
連
携

計
画
に
基
づ
く
実
施
訓
練
（
情
報

伝
達
訓
練
）

本
県
の
高
圧
ガ
ス
事
故
状

本
県
の
高
圧
ガ
ス
事
故
状
況況

い
ガ
ス
が
漏
洩
し
た
と
い
う
も
の
と
、

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
交
換
後
、
消
費
者

か
ら
ガ
ス
が
出
な
い
と
の
連
絡
が
あ

り
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
メ
ー
タ
ー
ユ

ニ
オ
ン
部
よ
り
ガ
ス
の
漏
洩
を
発
見

し
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
喪
失
・
盗

難
が
　
件
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
空

１２

き
家
、
別
荘
、
公
民
館
な
ど
で
は
、
容

器
を
容
易
に
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
な

い
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
（
速
報
値
）

～
茨
城
県
消
防
安
全
課
調
べ
～

本
県
の
高
圧
ガ
ス
事
故
状

本
県
の
高
圧
ガ
ス
事
故
状
況況

本
県
の
高
圧
ガ
ス
事
故
状
況

本県における高圧ガス事故の発生状況（速報値）

１．高圧ガス保安法関係事故

R1H30H29Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22

３３
（0）
３３

５７
（7）
５０

６１
（19）
４２

４８
（18）
３０

４６
（19）
２７

３０
（15）
１５

４２
（20）
２２

５６
（21）
３５

３７
（19）
１８

３４
（21）
１３

２．ＬＰガス法関係事故

R1H30H29Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22

１４
（12）
２

１１
（6）
５

２４３３３１０８１０

＊（ ）は容器の喪失、盗難事故

＊ 下段は事故件数から容器の喪失、盗難事故を差し引いた件数



（５）　第18３号

Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
役
員

会
に
お
い
て
、
本
年
度
の
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
本

県
の
重
点
項
目
（
販
売
事
業
者
が
実

施
す
べ
き
内
容
）」
を
推
進
し
、
事
故

防
止
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
各
販
売
事
業
所
に
お
か
れ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
各
種
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
、
お
客
様
が
供
も
っ
と
安
全

さ
ら
に
安
心
僑
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 全
国
目
標
 

①
重
大
事
故
（
Ｂ
級
以
上
の
事
故
）

ゼ
ロ

②
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
ゼ
ロ

 事
故
防
止
重
点
取
組
事
項
 

①
業
務
用
ガ
ス
警
報
器
と
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
の
連
動
の
促
進

②
業
務
用
換
気
警
報
器
の
設
置
促
進

 本
県
の
重
点
項
目
　
　
　
　
　
　
　
  

（
販
売
事
業
者
が
実
施
す
べ
き
内
容
）

⑴
法
令
遵
守
の
徹
底

⑵
自
主
保
安
活
動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
活
用
し
た
自
己
診
断
の
推
進

⑶
業
務
用
施
設
等
の
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故

防
止
の
た
め
の
注
意
喚
起

⑷
消
費
者
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
訪
問
活
動
の
推
進

⑸
他
工
事
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
消
費
者
へ
の
周
知
徹
底

⑹
供
給
機
器
の
期
限
管
理
及
び
ガ
ス

漏
れ
警
報
器
等
の
設
置
促
進

⑺
ガ
ス
栓
カ
バ
ー
及
び
ガ
ス
放
出
防

止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
の
設
置
促
進

⑻
防
災
業
務
計
画
に
基
づ
く
連
絡
体

制
等
の
整
備

⑼
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度
に

お
け
る
特
定
保
守
製
品
の
所
有
者

登
録
推
進

 本
県
の
事
故
防
止
対
策
（
概
要
）

⑴
販
売
事
業
者
の
保
安
意
識
向
上

①
協
会
及
び
支
部
総
会
で
本
運
動

の
実
施
を
徹
底

②
県
と
の
共
催
に
よ
る
保
安
講
習

③
各
支
部
主
催
に
よ
る
保
安
講
習

会
④
液
石
製
造
部
会
主
催
に
よ
る
保

安
講
習
会

⑤
自
主
保
安
活
動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
活
用

⑵
消
費
者
へ
の
保
安
啓
発

①
顧
客
訪
問
活
動
に
よ
る
消
費
者

保
安
啓
発

②
安
全
・
安
心
届
け
隊
活
動
に
お

け
る
消
費
者
保
安
啓
発

③
茨
城
新
聞
「
高
圧
ガ
ス
だ
よ
り
」

を
活
用
し
た
消
費
者
保
安
啓
発

④
県
内
消
費
者
団
体
の
防
災
学
習

会
に
お
け
る
保
安
啓
発

⑤
親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
に
よ

る
消
費
者
保
安
啓
発

⑥
産
業
祭
等
に
お
け
る
消
費
者
保

安
啓
発

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
消

費
者
保
安
啓
発

⑧
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

に
お
け
る
特
定
保
守
製
品
の
所

有
者
登
録
推
進

⑶
供
給
機
器
の
期
限
管
理
等

①
期
限
切
れ
メ
ー
タ
ー
等
の
一
掃

②
供
給
機
器
の
期
限
管
理
の
徹
底
、

ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の
設
置
促
進

③
ガ
ス
栓
カ
バ
ー
及
び
ガ
ス
放
出

防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
等
の
設
置

促
進

④
業
務
用
の
ガ
ス
警
報
器
と
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
の
連
動
促
進

⑤
業
務
用
換
気
警
報
器
の
設
置
促

進

⑷
災
害
対
策

①
防
災
業
務
計
画
に
基
づ
く
連
絡

体
制
等
の
整
備

②
中
核
充
填
所
と
の
連
携

　
当
協
会
で
は
、
保
安
講
習
会
等
を

実
施
し
、
一
般
高
圧
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
と
も
に
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
各
事
業
所
に
お
か
れ
て
は
、
更
な

る
保
安
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
従
事
者
へ
の
保
安
教
育
に

努
め
、
関
係
事
業
者
と
の
緊
密
な
連

携
を
図
る
な
ど
事
故
の
未
然
防
止
を

徹
底
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
過
去
　
年
間
の
本
県
に
お
け
る
事

１０

故
発
生
状
況
は
、
表
の
と
お
り
。

　
３
ヶ
年
計
画
で
全
国
的
に
実
施
し
て

い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生
活
向
上
運
動
は
、

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
、
引
き
続

き
全
国
目
標
で
あ
る
①
重
大
事
故
（
Ｂ

級
以
上
の
事
故
）
ゼ
ロ
②
Ｃ
Ｏ
中
毒
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
重
大
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
る
業
務
用
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

全
国
的
な
取
り
組
み
事
項
と
し
て
、
昨

年
度
か
ら
「
事
故
防
止
重
点
取
組
事

項
」
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
２
月
　
日
の
Ｌ

１９

秦
も
っ
と
安
全
さ
ら
に
安
心
紳
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全
国
的
な
運
動
と
し
て
、
平
成
　
年
２５

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要

開
発
推
進
運
動
は
、
本
年
度
も
昨
年
度

と
同
様
に
、
①
進
化
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
②

究
極
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
③
人

を
育
む
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
「
三
本
の
矢
」
と

し
て
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
よ
り
多

く
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
お
届
け
す
る
た
め
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
２
月
　
日
に
開

１９

催
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部

会
役
員
会
に
お
い
て
、
本
県
の
実
施
内

容
を
決
定
し
、
引
き
続
き
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
店
、
卸
売
事
業
所
、
支
部
、
協
会

が
連
携
し
、
本
運
動
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
本
県
の
取
り
組
み
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

繋
進
化
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（
高
効
率
機
器

の
販
売
強
化
）

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発
を
目
的
と
し
た

講
演
会
の
開
催
（
青
年
部
総
会
時
）

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
（
液
石
製
造
部
会
）

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
産

業
祭
等
へ
の
出
展
（
各
支
部
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
事
業
を
活
用
し
た

研
修
会
等
の
開
催
（
各
支
部
）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発

推
進
運
動

行方支部が牛堀小学校で開催 太田支部が太田中学校で開催

・
旧
式
機
器
（
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置

の
付
い
て
い
な
い
湯
沸
器
等
）
か
ら

高
効
率
機
器
へ
の
買
い
替
え
促
進

（
各
販
売
店
）

・
顧
客
訪
問
活
動
の
促
進
・
強
化
運
動

に
よ
る
ガ
ス
機
器
の
販
売
促
進
（
各

販
売
店
）

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
活
用
（
各
販
売
店
）

罫
究
極
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

（
公
共
施
設
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
の
常

設
・
常
用
を
！
）

・
市
町
村
と
の
防
災
協
定
の
締
結
推
進

（
全
市
町
村
と
の
締
結
）

・
市
町
村
や
病
院
等
の
災
害
対
応
拠
点

施
設
等
へ
の
災
害
対
策
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

機
器
の
導
入
働
き
か
け
（
特
に
公
立

小
中
学
校
の
教
室
及
び
体
育
館
へ
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
ア
コ
ン
の
導
入
要
望
）

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
の
普
及
促
進

（
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
部
会
）

＊
市
町
村
等
に
対
し
て
は
、
次
年
度
の

予
算
措
置
に
向
け
た
働
き
か
け
を
７

月
頃
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
い
。

茎
人
を
育
む
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（
子
供
達
へ
の

火
育
・
食
育
の
推
進
）

・
親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
の
開
催

（
年
　
会
場
）

１０

　
親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

２３で
　
年
目
を
迎
え
ま
す
。

１０
　
こ
の
事
業
は
、
古
い
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

使
っ
て
い
る
県
内
の
公
民
館
や
小
中
学

校
を
対
象
と
し
て
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン

ロ
を
寄
贈
し
、
併
せ
て
親
子
が
ふ
れ
あ

え
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
供
た
ち
へ
の
火
育
、
食
育
を
実

施
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
性
、
快
適
性

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る

公
共
施
設
の
保
安
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
自
治
体
の
設
備
更
新
に
も
貢
献
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
９
ヶ
年
で
、
県
内
　
ヶ
８３

所
で
実
施
し
て
お
り
、
６
６
２
台
の
Ｓ

ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ
を
寄
贈
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
い
た
だ
い
た
２
７

４
６
名
の
親
子
や
施
設
関
係
者
か
ら
は

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
よ
り
準

会
員
で
あ
る
リ
ン
ナ
イ
、
パ
ロ
マ
、

ノ
ー
リ
ツ
の
各
社
に
、
コ
ン
ロ
の
安
全

機
能
の
解
説
な
ど
で
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
の
開
催
状
況
は
次
の
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と
お
り
で
す
が
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
各
会
場
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
鹿
島
支
部
　
８
月
　
日
１８

鹿
嶋
市
は
ま
な
す
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー

・
水
戸
支
部
　
８
月
　
日
１９

　
　
小
美
玉
市
立
美
野
里
中
学
校

・
江
戸
崎
支
部
　
　
月
６
日

１０

　
　
阿
見
町
立
中
央
公
民
館

・
行
方
支
部
　
　
月
　
日

１１

２９

　
　
潮
来
市
立
牛
堀
小
学
校

・
猿
島
支
部
　
　
月
３
日

１２

　
　
五
霞
町
立
五
霞
東
小
学
校

・
笠
間
支
部
　
　
月
６
日

１２

　
　
桜
川
市
立
南
飯
田
小
学
校

・
太
田
支
部
　
　
月
７
日

１２

　
　
常
陸
太
田
市
立
太
田
中
学
校

・
下
館
支
部
　
　
月
　
日

１２

１５

　
　
筑
西
市
養
蚕
公
民
館

・
猿
島
支
部
　
２
月
　
日
２１

　
　
境
町
立
静
小
学
校

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要
開
発
推
進
運
動
の
一

環
と
し
て
、
全
国
に
お
い
て
都
道
府
県

や
市
町
村
と
の
防
災
協
定
の
締
結
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
時
に
避
難
所

と
な
る
公
共
施
設
等
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
円

滑
に
供
給
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
協
定
の
締
結
を

契
機
と
し
て
災
害
対
策
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機

器
等
の
導
入
、
常
設
・
常
用
化
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
土
浦
支
部
が
５
月
　
日
２３

に
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
、
ま
た
、
３
月

　
日
に
は
土
浦
市
と
防
災
協
定
を
締
結

２５
市
町
村
と
の
防
災
協
定

し
ま
し
た
。

　
３
月
末
現
在
、
本
県
に
お
い
て
は
茨

城
県
と
県
内
　
市
町
村
と
の
間
で
防
災

３８

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
未
締
結
は
６

市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
町
村
と
の
協
定
締
結
後
、

各
支
部
に
お
い
て
は
本
協
定
に
基
づ
く

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
地
震
や
水
害

等
に
備
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

土浦支部と土浦市が協定を締結

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
時
供

給
連
携
計
画
に
基
づ
く

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
去
る
３
月
５
日
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
１
都
　
県
）
に
お
け
る
災
害
時
供
給

１０

連
携
計
画
に
基
づ
く
情
報
伝
達
訓
練

（
当
番
県：

長
野
県
）
を
１
都
　
県
の

１０

各
都
県
協
会
、
各
都
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中

核
充
填
所
１
２
１
カ
所
、
経
済
産
業
省
、

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
改
正
石
油
備
蓄
法
に
よ
り
中
核
充
填

所
が
所
在
す
る
地
域
を
全
国
で
９
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
災
害

時
石
油
ガ
ス
供
給
連
携
計
画
書
を
作
成

し
経
済
産
業
省
に
届
け
て
い
ま
す
。
こ

の
連
携
計
画
に
基
づ
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
毎
年
度
１
回
以
上
、
共
同
で

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
訓
練
は
、
「
長
野
県
松
本
地
域
・
諏

訪
地
域
で
大
き
な
地
震
（
Ｍ
７
・
６

（
最
大
震
度
７
）
）
が
発
生
し
、
長
野

県
で
は
、
地
震
に
よ
る
直
接
ま
た
は
間

接
被
害
（
雪
害
、
土
砂
災
害
等
）
に
よ

る
家
屋
の
倒
壊
、
中
核
充
填
所
の
一
部

が
稼
働
不
能
と
な
り
、
松
本
・
諏
訪
地

域
で
は
４
割
が
停
電
し
た
」
と
の
想
定

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
中
核
充
填
所
は
、
そ
の
被
災
状
況
、

支
援
要
請
の
有
無
、
支
援
派
遣
可
能
の

有
無
な
ど
を
指
定
の
報
告
書
に
よ
り
経

済
産
業
省
、
県
協
会
に
電
子
メ
ー
ル
で

報
告
す
る
と
と
も
に
、
衛
星
携
帯
電
話

に
よ
り
各
都
県
の
協
会
へ
連
絡
し
、
各

都
県
協
会
は
幹
事
県
の
長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
に
連
絡
を
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
訓
練
で
は
、
県
内
の
各
中
核
充
填
所

か
ら
の
被
害
状
況
報
告
は
ス
ム
ー
ズ
に

メ
ー
ル
受
信
で
き
、
ま
た
衛
星
携
帯
電

話
も
す
べ
て
の
充
填
所
と
通
話
が
で
き

ま
し
た
。
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１
月
　
日
、
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

２２

水
戸
に
お
い
て
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
立
原
会
長
が
挨

拶
し
た
後
、
ご
来
賓
と
し
て
出
席
い
た

だ
い
た
茨
城
県
防
災
・
危
機
管
理
部
の

服
部
隆
全
部
長
、
自
由
民
主
党
茨
城
県

支
部
連
合
会
幹
事
長
代
行
の
白
田
信
夫

県
議
会
議
員
、
自
民
党
Ｌ
Ｐ
Ｇ
対
策
議

員
連
盟
所
属
の
上
月
良
祐
参
議
院
議
員
、

国
民
民
主
党
茨
城
県
総
支
部
連
合
会
幹

事
長
の
二
川
英
俊
県
議
会
議
員
に
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
ご
来
賓
と
し
て
県
消

防
安
全
課
産
業
保
安
室
の
岡
田
和
則
室

賀
詞
交
歓
会
を
開
催

茨城県防災・危機管理部　服部部長の祝辞

長
、
各
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課

長
な
ど
県
関
係
者
に
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
協
会
の
出
席
者
は
、
理
事
、
監
事

を
は
じ
め
、
各
部
会
等
の
役
員
な
ど
で

あ
り
、
そ
の
他
保
安
セ
ン
タ
ー
理
事
長

に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
盛
会
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
青

年
部
の
県
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
山
正
樹
ブ

ロ
ッ
ク
長
）
で
は
、
　
月
　
日
に
、
古

１１

２８

河
市
さ
く
ら
公
民
館
に
お
い
て
、
中
国

青
年
部
県
西
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
を
実
施

工
業
㈱
か
ら
講
師
を
招
き
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
容

器
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
会
員
　
名
参

２０

加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
　
日
に
は
、
会
員
７
名

１２

が
参
加
し
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
視
察
先
は
、
東
京
の
ダ
イ
キ
ン

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
東
京
ガ
ス
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
、
エ
ア
コ
ン
の
加
湿
や
気
流

な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、
床
暖
房
な
ど

最
新
ガ
ス
機
器
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
山
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
「
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
様
々
な
ご
提
案
を

行
え
る
よ
う
、
今
後
も
研
修
会
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

ＦＲＰ容器の研修会を実施

ショールームを視察研修

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

本
県
の
お
客
様
　
名
が
当
選

１４

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
焼
機
器
の
取
替
え
促
進

を
目
的
に
、
昨
年
度
、（
一
社
）
全
国
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
が
需
要
開
発
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ

ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
抽

選
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
昨
年
７
月
か

ら
　
月
に
か
け
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
焼
機
器

１２
を
購
入
し
た
お
客
様
を
対
象
に
、
全
国

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
５
３
７
０
名
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
厳
正
な

る
抽
選
の
結
果
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ

ト
券
１
万
円
分
が
５
０
０
名
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
１
６
３
名
の
お
客
様

か
ら
応
募
が
あ
り
、　

名
が
当
選
さ
れ

１４

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

事
業
者
に
お
か
れ
て
は
、
需
要
開
発
へ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
是
非
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

詳
細
は
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



～
Ｌ
Ｐ
ラ
イ
フ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
～

一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会会報（９）　第18３号

　
一
般
ガ
ス
部
会
で
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
、
原
則
、
役
員
へ
の
案
内
文
書
な

ど
は
、
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。
一
般
ガ
ス
部
会
の
役
員

の
皆
様
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
メ
ー
ル
を
送

信
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
お
り
、
協
会

本
部
の
通
信
運
搬
費
の
削
減
、
発
送
業

務
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
部
会
員
と
な
る
と
、

メ
ー
ル
を
送
信
で
き
る
環
境
は
全
体
の

　
％
に
止
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
経

６５費
削
減
を
図
る
た
め
に
も
、
是
非
、
全

部
会
員
に
メ
ー
ル
を
送
信
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
会
員
の
多
い
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
者
等
に
お
い
て
は
、

メ
ー
ル
を
送
信
の
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
の
は
、
全
体
の

　
％
と
少
な
く
、
将
来
に
向
け

２２た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
お
い
て
は
、
保
安

対
策
、
需
要
開
発
及
び
競
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
な
ど
各
種
活
動
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
当
協
会
に
お
い
て
も
、
事
故
の
未
然

防
止
に
向
け
、
平
成
　
年
度
か
ら
３
ヶ

３０

年
計
画
で
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生
活
向
上

運
動
偐
も
っ
と
安
全
さ
ら
に
安
心
僑
」

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
調
査
は
、
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
の

保
安
対
策
状
況
や
需
要
開
発
状
況
の
把

握
等
を
目
的
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
自
社
の
保
安
対
策
・
需
要
拡
大
・
環

境
対
策
・
競
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
の

現
状
及
び
推
進
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
も
必
要
な
調
査
で
す
の
で
必
ず
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
用
紙
は
４
月
　
日
ま

１０

で
に
各
所
属
支
部
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
未
提
出
の
場

合
は
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
別
紙

の
記
入
方
法
を
参
考
に
誤
り
が
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
安
全
機
器
普
及
状
況
及
び

需
要
開
発
推
進
運
動
等
」に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て

メ
ー
ル
の
活
用
の
お
願
い

一
般
ガ
ス
部
会

　
本
年
　
月
１
日
か
ら
新
制
度
保
険
が

10

始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
近
年
の
自
然
災
害
の

激
甚
化
、
高
頻
度
化
に
伴
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
業
者
の
資
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
定
的
な
供
給
維
持
を
実

現
し
、
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基

盤
を
支
え
る
も
の
で
す
。

　
既
存
制
度
の
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
賠
償
責
任
保
険
制
度
』
と
『
Ｌ
Ｐ
ラ

イ
フ
』
で
は
、
自
然
災
害
を
補
償
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
保
険
制
度

で
は
、
自
然
災
害
に
起
因
す
る
事
故
に

よ
る
物
的
損
害
等
を
補
償
し
よ
う
と
す

る
動
産
保
険
で
す
。

新
保
険
制
度
の
お
知
ら

新
保
険
制
度
の
お
知
ら
せせ

新
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備
機
器

総
合
保
険
）

　
定
期
保
険
更
改
時
に
募
集
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
同
封
い
た
し
ま
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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処　理　内　容分類相　　談　　内　　容　年月日

　ＬＰガス販売店とどのような契約をしてい
るか確認して、料金が変動する際の周知方法
や新たにシステム等が変更になる場合の周知
などについて、契約書に記載があるかどうか
を確認願います。契約にないのであれば、販
売店に連絡し早期に対応していただくように
して下さい。ＬＰガス販売店に消費者にわか
りやすい周知方法の提示やシステム等の変更
を拒否した場合どうなるのかなどを確認して
みて下さい。

①　千葉県に在住で千葉県の販売店と契約して
いるが、本社が茨城県とのことなので茨城県
に電話しました。すでに千葉県の相談所には
連絡してあります。
　消費者の同意も得ず、料金体系の変更や自
動での検針システムに変更するなどの行為が
あり、ＬＰガス販売店に憤りを感じています。
　また、数年前に大病をし生活保護を受けて
いる状況なので、料金をなるべく抑えたいの
だが、先ほど話した検針システムの変更で330
円料金が上がります。どうにか対処できない
でしょうか。

　（千葉県・女性）

812

　石油情報センター調べにより県北地区の平
均価格を伝えました。
　ＬＰガス料金は、ガソリンや灯油などと同
様に販売店によって違いがあり、自由価格と
なっております。
　なお、契約当初だけガス料金を安くして、
徐々に上げていく業者もあるようですので、
約束された料金やサービスがいつまで続くの
かしっかり確認し、契約書などの記載状況も
確認して下さい。
　また、保安点検の実施方法や解約方法など
も確認して下さい。解約時に設備の撤去費用
等が発生する場合がありますので、事前に確
認することも重要です。

②　あるＬＰガスの会社が営業に来ました。
　現在の販売店よりもＬＰガス料金が安くな
りますと言っていました。
　料金が安くなるので販売店を替えようか
迷っています。
　茨城県内の価格はどのくらいが平均なので
すか。

　（日立市･女性）

1612

　ＬＰガスの価格は、ガソリンや灯油などと
同様に自由であり、業者によって違いがあり
ます。その違いの要因は、ガスの仕入れ価格、
保安体制、サービスなどの違いによって生じ
ています。勧誘する業者の中には、最初は安
いが徐々に値上げするという業者もあるよう
に聞いています。
　販売店を替える際には、料金だけにとらわ
れず、保安体制やサービスなども考慮して下
さい。

②　Ａガスという会社が営業に来ました。料金
が安いので切り替えようと思っています。
　テレビのＣＭなどでも宣伝している業者な
ので、切替に問題はないでしょうか。

（高萩市･女性）

1022

　配管費用の減価償却期間内であれば残って
いる期間の残金の支払いは、契約書に基づき
生じることとなります。
　基本料金ですが、県央地区の平均価格は
1,720円です。基本料金には配管代、メーター
代、容器代などが含まれていますので、現在供
給を受けている事業者から基本料金の設定根
拠の説明を受けて下さい。

③　家を建てる時に、現在の供給業者が配管工
事をしており、契約書で確認したところ配管
費用の減価償却が15年になっていました。途
中で解約すればその残額の支払い義務は発生
するのでしょうか。
　また、基本料金が2,000円は高くないでしょ
うか。　

（水戸市・女性）

1232

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
お
客
様
相
談
所

　
今
回
掲
載
す
る
個
別

相
談
記
録
は
、
令
和
２
年

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
に
消
費
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
　
件
の
相
談
の

３０

う
ち
、
４
件
の
概
要
で
す
。

　
各
会
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
相

談
事
例
を
、
今
後
の
保
安

や
販
売
業
務
等
に
活
か

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
及

び
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
）

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に

　
つ
い
て
　
　
　（
８
件
）

②
販
売
店
の
移
動
に
つ

　
い
て
　
　
　
　（
　
件
）

１５

③
設
備
関
係
に
つ
い
て

（
２
件
）

④
保
安
に
つ
い
て

（
５
件
）

⑤
そ
の
他
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
全

般
に
つ
い
て

（
０
件
）

～
相
談
記
録
の
概
要
～
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（
一
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

究
所
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般

消
費
者
や
石
油
関
連
事
業
者
に
対
し
て
、

石
油
に
関
す
る
情
報
を
、
公
平
か
つ
公

正
な
立
場
で
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
の
地
域
別
の
平
均

値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
２
月
末
現
在
、
本
県
の
基

本
料
金
の
平
均
値
は
消
費
税
込
で
１
７

２
８
円
で
あ
り
、
家
庭
用
小
売
販
売
価

格
の
平
均
値
は
、
基
本
料
金
と
消
費
税

込
で
、
５
逢
が
４
，
５
３
２
円
、　

逢
１０

が
７
，
２
７
２
円
、　

逢
が
１
２
，
４

２０

２
１
円
、　

逢
が
２
６
，
７
１
８
円
で

５０

し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

今
後
、
一
般
消
費
者
に
よ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
も
増
え
て
い
く
こ
と
と
思

わ
れ
る
た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

の
皆
様
も
市
況
情
報
を
定
期
的
に
ご
確

認
下
さ
い
。

　
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
。

h
ttp
:/
/
o
il-in

fo
.ie
e
j.o
r
.jp
/

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市
況
調
査

～
２
月
末
集
計
～

家庭用小売販売価格基本料金

地域別
５０弱２０弱１０弱５弱

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

最低値最低値最低値最低値最低値

27,448 
40,590 

12,685 
17,820 

7,372 
10,010 

4,606 
6,463 

1,776 
2,880 

関東局
14,520 7,810 4,950 3,100 700 

26,718 
35,320 

12,421 
15,498 

7,272 
9,126 

4,532 
5,670 

1,728 
2,145 

茨城県
15,400 7,810 4,950 3,100 1,320 

26,898 
32,994 

12,581 
15,498 

7,401 
9,126 

4,618 
5,670 

1,769 
1,980 

県　北
19,120 8,710 5,240 3,350 1,320 

27,045 
29,830 

12,649 
14,430 

7,399 
8,370 

4,593 
5,120 

1,720 
1,870 

県　央
23,265 11,275 6,655 4,235 1,650 

26,810 
35,320 

12,486 
15,184 

7,378 
9,011 

4,597 
5,500 

1,697 
1,980 

鹿　行
20,020 9,460 5,830 3,795 1,500 

26,455 
34,990 

12,135 
15,190 

7,044 
8,590 

4,370 
5,290 

1,714 
2,145 

県　南
15,400 7,810 4,950 3,100 1,340 

26,574 
32,250 

12,393 
15,150 

7,239 
8,850 

4,545 
5,450 

1,725 
1,980 

県　西
20,108 9,086 5,313 3,426 1,540 

上記基本料金は、二部料金制での基本料金のみの最高値、最安値、平均値を示す。

液化石油ガスの平均販売価格 〔石油情報センター調査〕　

　（令和２年２月末現在）　　　　　　　　　　　　（単位：円 消費税込み）
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経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
２
０
２
０

年
度
の
保
安
対
策
指
針
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
主
な
変
更
箇
所
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
傍
線
部
が
変
更
箇
所
）

【
事
故
防
止
対
策
】

⑴
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
の
防
止
対
策
（
略
）

⑵
一
般
消
費
者
等
に
起
因
す
る
事
故
の

防
止
対
策
（
略
）
 

⑶
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
起
因
す

る
事
故
の
防
止
対
策

①
供
給
管
・
配
管
の
事
故
防
止

　
対
策

　
（
ア
） ～
（
ウ
） （
略
）

　
（
エ
） 供
給
管
・
配
管
の
工
事
を
行

う
際
は
、
締
付
ト
ル
ク
の
管
理
を
行

い
、
工
事
後
は
法
令
に
則
り
気
密
試

験
・
漏
え
い
試
験
を
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
。
ト
ル
ク
管
理
に
は
ト
ル
ク

レ
ン
チ
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
シ
ー
ル
テ
ー
プ
と
シ
ー
ル

剤
を
併
用
す
る
と
低
ト
ル
ク
で
も
ね

じ
込
み
過
ぎ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
注
意
す
る
こ
と
。

【
自
然
災
害
対
策
】

⑴
「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
今
後

の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
及
び
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
踏
ま
え
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
保
安
確
保
の
た
め

の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
、
着
実

に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
震
、

水
害
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

容
器
転
倒
防
止
の
鎖
又
は
ベ
ル
ト
の

二
重
掛
け
の
推
進
や
新
設
又
は
取
り

替
え
時
等
に
お
け
る
ガ
ス
放
出
防
止

型
高
圧
ホ
ー
ス
等
の
設
置
を
徹
底
す

る
こ
と
。
特
に
、
各
地
方
公
共
団
体

（
自
治
体
）に
お
い
て
発
表
さ
れ
て
い

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
・
把
握

し
、
津
波
、
河
川
氾
濫
等
に
よ
る
浸

水
、
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
所

在
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
世
帯
に
お

い
て
は
、
大
規
模
水
害
に
よ
る
ガ
ス

容
器
の
流
出
防
止
に
備
え
た
対
策
を

重
点
的
に
講
じ
る
こ
と
。

⑵
～
⑶
 （
略
）

⑷
災
害
発
生
後
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
の
早

期
復
旧
復
興
に
備
え
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販

売
事
業
者
等
は
予
め
顧
客
情
報
、
設

備
情
報
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド
等
を
活
用

す
る
な
ど
、
情
報
の
保
全
に
努
め
る

こ
と
。

　
例
年
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
所
等
に

対
す
る
立
入
検
査
に
お
い
て
、
業
務
主

任
者
が
法
定
講
習
を
受
け
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
販
売
事
業
者
は
、
業
務
主
任
者
が
、

第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
開
始

日
か
ら
３
年
以
内
、
若
し
く
は
前
回
の

講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
開
始
日
か
ら
５
年
以
内
に
講
習
を

受
講
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
業
務
主
任
者
に
選
任
し
た
日

に
右
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
場
合
に

は
、
６
カ
月
以
内
に
講
習
を
受
講
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
度
は
、
県
高
圧
ガ
ス
保
安

協
会
に
よ
り
、
８
月
と
　
月
に
講
習
が

１０

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
受
付
け
は
１
カ

月
以
上
前
に
締
切
り
）。
他
県
の
協
会

が
開
催
す
る
講
習
も
受
講
可
能
で
す
。

　
販
売
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
未
受
講

者
の
速
や
か
な
受
講
と
と
も
に
、
今
年

度
受
講
対
象
の
業
務
主
任
者
の
把
握
に

務
め
、
適
切
な
受
講
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
報
告
及
び

保
安
業
務
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て
は
、

毎
事
業
年
度
経
過
後
３
カ
月
以
内
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

所
管
の
県
民
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
検
索
サ
イ
ト
で
以
下
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
検
索
す
る
と
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
消
防
安
全
課
産
業
保
安
室
）

で
、
保
安
業
務
実
施
状
況
報
告
の
記
載

例
及
び
記
載
事
項
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

「
茨
城
県
 液
化
石
油
ガ
ス
 様
式
」

　
２
０
１
９
年
度
２
月
ま
で
に
、
県
内

の
高
圧
ガ
ス
第
一
種
製
造
事
業
者
（
冷

凍
事
業
所
を
除
く
。
）
に
対
し
て
１
２

３
件
の
保
安
検
査
を
実
施
し
た
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
主
な
指
摘
事
項
と
し
て
、
高
圧
ガ
ス

設
備
か
ら
の
気
密
漏
れ
が
　
件
、
気
密

１５

試
験
の
未
実
施
が
１
件
、
安
全
弁
の
作

動
試
験
の
記
録
の
不
備
が
１
件
あ
り
ま

し
た
。

　
定
期
自
主
検
査
等
に
お
い
て
製
造
施

設
が
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
液
化
石
油
ガ
ス
販
売

事
業
者
等
保
安
対
策
指
針
に
つ
い
て

業
務
主
任
者
講
習
に
つ
い
て

販
売
事
業
報
告
及
び
保
安
業
務

実
施
状
況
報
告
の
提
出
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度
の
県
に
よ
る
保

安
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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第
一
種
製
造
者
は
、
省
令
改
正
（
令

和
元
年
９
月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、
大

規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
及
び
減
災
対

策
に
つ
い
て
危
害
予
防
規
程
に
追
記
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
法
律
（
平
成
　
年
法
律
第
１
２
３

２３

号
）
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
津

波
浸
水
想
定
が
設
定
さ
れ
た
区
域
内
に

あ
る
事
業
所
に
お
い
て
は
、
当
該
津
波

浸
水
想
定
に
応
じ
て
、
津
波
に
関
す
る

対
策
等
に
つ
い
て
危
害
予
防
規
程
に
追

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
県
の

津
波
浸
水
区
域
に
つ
い
て
は
当
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
土
木
部
河
川
課
）
に
て
公

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
８
月
　
日
ま
で
に
、

３１

こ
れ
ら
の
事
項
を
危
害
予
防
規
程
に
追

記
し
、
危
害
予
防
規
程
の
変
更
届
を
県

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
　
　
　
　
　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
７

日
立
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
２

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
１
（
３
３
）
６
０
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
１
（
３
３
）
５
６
３
８

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
（
８
２
２
）
７
０
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
８
２
２
）
９
０
４
０

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
６
（
２
４
）
９
１
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
６
（
２
４
）
７
８
１
３

消
防
安
全
課
 産
業
保
安
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
Ｌ
Ｐ
）
０
２
９
（
３
０
１
）
３
５
９
４

（
高
圧
）
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
８
７

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
お
け
る
危
害
予

防
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

▼
会
費
の
引
落
口
座
に
つ
い
て

　
毎
年
、
会
費
の
引
き
落
と
し
を
７
月

初
旬
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

口
座
の
変
更
や
今
後
引
き
落
し
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
５
月
末
迄
に
協
会

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
法
定
義
務
講
習
の
期
間
延
長
に
つ
い
て

　
保
安
係
員
に
選
任
さ
れ
て
い
る
方
、

業
務
主
任
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
、
充
て

ん
作
業
者
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、

法
定
義
務
講
習
（
再
講
習
）
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防

止
を
図
る
た
め
、
各
都
道
府
県
で
は
、

各
種
法
定
義
務
講
習
の
実
施
を
自
粛
し

て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
へ

　
こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
は
、
法
定

義
務
講
習
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
３
月

　
日
ま
で
に
当
該
講
習
受
講
期
間
が
終

３１了
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
期
間

を
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
選
任
さ
れ
た

日
か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
受
講
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
６
ヶ
月
延
長
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
高
圧
ガ
ス
保
安
法
関
係
　h

ttp
s:/
/

w
w
w
.m
eti.g

o
.jp
/
p
o
licy
/
sa
fety
_s

ecu
rity
/
in
d
u
stria

l_
sa
fety
/
o
sh
ir

a
se/
2020/

03/
20200317_1.h

tm
l

※
液
化
石
油
ガ
ス
法
関
係
　h

ttp
s:/
/

w
w
w
.m
eti.g

o
.jp
/
p
o
licy
/
sa
fety
_s

ecu
rity
/
in
d
u
stria

l_
sa
fety
/
o
sh
ir

a
se/
2020/

03/
20200317-03.h

tm
l

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
本
県
で

も
感
染
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
各
事
業
所
に
お
か
れ
て
は
、

・
マ
ス
ク
の
着
用
、
社
内
へ
の
入
館
、

入
室
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底

す
る
。

・
事
務
所
、
会
議
室
等
の
換
気
を
頻
繁

に
行
う
。

・
社
内
会
議
に
つ
い
て
は
、
外
部
開
催

を
避
け
る
と
と
も
に
、
社
内
で
行
う

場
合
で
も
時
間
短
縮
や
会
議
出
席
者

の
絞
り
込
み
を
行
う
な
ど
、
極
力
大

人
数
で
の
会
議
は
避
け
る
。

・
時
差
出
勤
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
。

・
自
社
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
必
要
性
の
見

直
し
及
び
開
催
す
る
場
合
の
感
染
拡

大
防
止
策
を
徹
底
す
る
。

・
お
客
様
や
取
引
先
等
と
の
面
談
や
関

係
先
と
の
会
合
等
に
つ
い
て
も
、
延

期
可
能
な
も
の
は
延
期
し
、
電
話
や

メ
ー
ル
等
の
連
絡
手
段
で
済
ま
せ
る

な
ど
、
外
出
の
機
会
を
少
な
く
す
る
。

な
ど
の
対
応
を
図
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
　
員
　
の
　
消
　
息
 

～
１
月
１
日
か
ら
３
月
　
日
～

３１

【
名
称
の
変
更
】

○
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
鹿
島
事
業
所
→
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
茨
城
事
業
所（

神
栖
市
）

【
名
称
・
代
表
者
の
変
更
】

○
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
㈱
茨
城
工
場
→
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
㈱
茨
城
事
業
部
　
　
（
土
浦
市
）

　
中
沢
正
→
長
瀬
孝
幸

【
名
称
・
住
所
の
変
更
】

○
ア
イ
・
エ
ス
・
ガ
ス
テ
ム
㈱
結
城
営

業
所
→
ア
イ
・
エ
ス
・
ガ
ス
テ
ム
㈱

坂
東
営
業
所
　
　
　
　
　

　
結
城
郡
八
千
代
町
東
原
１
―
２
３

【
代
表
者
の
変
更
】
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○
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合

研
究
所
つ
く
ば
中
央
第
五
事
業
所

　
大
森
隆
夫
→
角
田
達
朗
（
つ
く
ば
市
）

○
三
洋
化
成
工
業
㈱
鹿
島
工
場

　
長
谷
川
謙
一
→
福
井
正
弘
（
神
栖
市
）

○
サ
ン
エ
ツ
金
属
㈱
新
日
東
工
場

　
窪
田
誠
→
田
島
鉄
也
　
　
（
石
岡
市
）

○
日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ

㈱
　
　
　
　
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
佐
々
木
昭
二
→
梨
本
成
利

○
㈱
エ
ネ
ア
ー
ク
関
東
茨
城
西
営
業
所

　
前
原
薫
→
関
谷
賢
二
　
（
八
千
代
町
）

○
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
㈱
つ
く
ば
営
業

所
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

　
和
知
紀
秀
→
大
山
健
太
郎

○
宇
田
川
㈱
藤
代
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
手
市
）

　
宇
田
川
雅
明
→
宇
田
川
俊
明

○
吉
田
商
店
　
　
　
　
　
　
（
土
浦
市
）

　
吉
田
賢
治
郎
→
吉
田
俊
治

○
カ
メ
イ
㈱
茨
城
支
店
　
（
つ
く
ば
市
）

　
平
塚
清
→
小
竹
英
明

○
横
浜
ゴ
ム
㈱
茨
城
工
場
（
小
美
玉
市
）

　
本
開
盛
道
→
前
田
松
太
郎

○
㈱
ア
セ
ン
ド
　
　
　
　
　
（
東
海
村
）

　
皆
川
勝
→
石
川
昌
幸

○
ジ
オ
ス
タ
ー
㈱
茨
城
工
場
（
稲
敷
市
）

　
三
宅
正
人
→
佐
復
威
望

○
宇
田
川
㈱
取
手
販
売
所
　
（
取
手
市
）

　
宇
田
川
雅
明
→
宇
田
川
俊
明

○
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱

　
老
川
修
吉
→
内
村
昌
幸
　
（
水
戸
市
）

○
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
下
妻
工
場
（
下
妻
市
）

　
飯
島
晋
→
山
田
勝
彦

○
㈱
ク
レ
ッ
ク
ス
水
戸
営
業
所

　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
小
野
和
一
→
久
内
幸
二
郎

○
㈱
サ
イ
サ
ン
つ
く
ば
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

　
飛
田
忠
宏
→
眞
名
子
敬
博

○
ネ
ス
レ
日
本
㈱
霞
ヶ
浦
工
場

　
吉
川
守
→
津
田
浩
一
郎
　
（
稲
敷
市
）

○
㈲
野
手
利
一
商
店
　
　
　
（
筑
西
市
）

　
野
手
詮
→
野
手
満

○
真
和
ガ
ス
㈱
　
　
　
　
　
（
桜
川
市
）

　
谷
口
武
一
→
稲
葉
陽
一

○
㈱
大
紀
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
所
結
城

　
工
場
　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
市
）

　
荒
山
正
勝
→
鈴
木
孝
光

○
㈱
ク
レ
ッ
ク
ス
土
浦
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
浦
市
）

　
平
山
大
志
→
久
内
幸
二
郎

○
ジ
ク
シ
ス
㈱
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
土
井
隆
之
→
野
倉
史
章

○
㈱
エ
ネ
ア
ー
ク
関
東
茨
城
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
前
原
薫
→
関
谷
賢
二

○
叶
屋
石
油
店
　
　
　
　
　
（
大
子
町
）

　
神
長
正
造
→
神
長
隆
利

○
㈱
鈴
木
商
館
筑
波
営
業
所

　
矢
口
正
之
→
松
田
直
樹
（
つ
く
ば
市
）

○
平
山
商
店
　
　
　
　
　
　
（
行
方
市
）

　
平
山
昭
次
→
平
山
成
規

○
加
藤
燃
料
店
　
　
　
　
　
（
笠
間
市
）

　
加
藤
功
夫
→
加
藤
裕
次

○
岩
谷
産
業
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
茨
城
支
店

　
片
山
明
→
当
摩
敦
　
　
　
（
土
浦
市
）

○
大
陽
日
酸
㈱
鹿
島
支
店
　
（
鹿
嶋
市
）

　
櫻
田
啓
一
郎
→
小
林
伸
一

○
大
陽
日
酸
㈱
北
関
東
支
社
つ
く
ば
支

　
店
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

　
西
村
豪
→
西
村
和
明

○
㈱
鈴
木
商
館
日
立
営
業
所
（
日
立
市
）

　
宮
村
篤
史
→
高
橋
高
史

○
扶
桑
薬
品
工
業
㈱
茨
城
工
場

　
岡
純
一
→
田
中
智
　
　
（
北
茨
城
市
）

○
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
筑
波
製
作
所

　
田
中
徹
也
→
井
田
久
晶
  （
常
総
市
）

○
㈱
ス
ミ
ハ
ツ
　
　
　
　
　
（
桜
川
市
）

　
木
村
文
昭
→
増
田
耕

○
イ
ワ
タ
ニ
関
東
㈱
茨
城
営
業
所

（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
佐
倉
正
→
打
越
重
昭

○
東
京
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
茨
城
支
社

　
田
中
琢
也
→
渡
辺
雅
人
　
（
東
海
村
）

○
花
王
㈱
鹿
島
工
場
　
　
　
（
神
栖
市
）

　
中
川
直
久
→
棚
橋
真
一
郎

○
㈱
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所

　
柳
澤
志
好
→
曽
根
徹
　
　
（
日
立
市
）

【
住
所
・
代
表
者
の
変
更
】

○
水
戸
市
消
防
本
部

　
水
戸
市
城
南
２
―
６
―
７
→
水
戸
市

　
中
央
１
―
４
―
１

　
根
本
一
夫
→
小
泉
直
紀

【
脱
会
】　

○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
７
社

○
一
般
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
１
社

○
自
家
消
費
製
造
部
会
　
　
　
　
３
社

編
　
集
　
後
　
記

　
令
和
２
年
の
新
年
を
迎
え
、
思
い
が

け
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
を
は
じ
め
全
世

界
が
現
在
で
も
感
染
の
危
険
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
目
に
は

見
え
な
い
存
在
で
す
の
で
、
感
染
予
防

に
国
、
各
都
道
府
県
等
は
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
出

来
事
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
が
な
く
、
あ

ら
た
め
て
「
生
き
る
こ
と
」
「
生
き
抜

く
こ
と
」
の
尊
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
等
を
受
け
て
、

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
世
界
が
平
和
で
人
類
が

健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
と
改
め
て
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
今
年
の
夏
開
催
予
定
だ
っ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
１
年
延
期
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
来

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
安
全
な
大
会
と
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
感
染
は
各
自
の
行
動
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
ま
す
の
で
、
終
息
す
る
ま
で
は
、

感
染
を
引
き
起
こ
す
行
動
は
自
粛
す
る

な
ど
し
、
早
く
い
つ
も
の
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。


